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議会だより

今月号の表紙
　令和５年１月１日に野見金公園で撮影を
しました。
　標高約 180 ｍの頂上からは、九十九里浜
や茂原の市街地などが一望できますので、
一度訪れてみてはいかがでしょうか。



（2）ちょうなんちょうなん 議 会 だ よ り 第182号
令和５年２月発行

　
令
和
４
年
第
２
回
臨
時

議
会
は
、
11
月
30
日
に
招

集
さ
れ
、
１
日
の
会
期
で

開
き
ま
し
た
。

　

こ
の
議
会
で
は
、町
長

か
ら
提
出
さ
れ
た
、専
決

処
分
の
承
認
１
件
、条
例

の
一
部
改
正
２
件
、補
正

予
算
４
件
の
ほ
か
、議
員

発
議
１
件
に
つ
い
て
審
議

し
、全
て
の
議
案
に
お
い

て
、原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　

各
議
案
は
、国
と
県
の

勧
告
に
基
づ
く
給
与
等
に

関
し
、月
例
給
及
び
期
末

勤
勉
手
当
等
の
引
上
げ
に

準
拠
し
、条
例
の
一
部
改

正
等
を
す
る
も
の
で
す
。

　

議
会
議
員
に
お
い
て

も
、
特
別
職
の
条
例
改
正

の
内
容
に
準
じ
、
同
様
に

改
正
を
行
い
ま
し
た
。

令和４年長南町議会第２回臨時議会 議決結果
議案番号 件　名 内　容 議決の結果（※）

承　認
第1号

専決処分の承認を求めること
について（令和4年度長南町
一般会計補正予算（第 3号）
について）

歳入歳出それぞれに4,737万2千円を追加、
予算総額を57億7,453万9千円に
（�価格高騰緊急支援給付金給付事業　[給付対象：
住民税非課税世帯等920世帯]）

承　認
賛（11）
否（0）

議　案
第１号

長南町一般職の職員の給与等
に関する条例及び長南町一般
職の任期付職員の採用等に関
する条例の一部を改正する条
例の制定について

人事院勧告等に基づき、一般職の職員の月例給及
び期末手当等を0.10月分引き上げ、 4.40月分と
するもの

原案可決
賛（11）
否（0）

議　案
第２号

長南町特別職の職員の給与及
び旅費に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

人事院勧告等に基づき、特別職の期末手当の年間
支給月数を4.40月分とするもの

原案可決
賛（10）
否（1）和田

反対討論　町民の感情にそぐわないので反対（和田）
　町民は物価高騰が続き年金が下げられる中、賃金はほとんど上がらず、厳しい
生活を強いられています。特別職の期末手当引き上げは、こうした町民の感情に
そぐわないと思うので反対します。
賛成討論　人事院や人事委員会の勧告に基づいた改正なので、賛成します（林）
　国の人事院、県の人事委員会の勧告に基づき、一般職と同様に特別職の期末手
当を改正する内容ですので、賛成します。

議　案
第３号

令和4年度長南町一般会計補
正予算（第4号）について

歳入歳出それぞれに5,201万3千円を追加、
予算総額を58億2,655万2千円に
（人事院勧告に基づく条例の一部改正に伴う補正　ほか）

原案可決
賛（11）
否（0）

議　案
第４号

令和4年度長南町笠森霊園事
業特別会計補正予算（第1号）
について

歳入歳出それぞれに121万円を追加、
予算総額を7,001万円に
（会計年度任用職員１名の増員に伴う補正）

原案可決
賛（11）
否（0）

議　案
第５号

令和4年度長南町農業集落排
水事業特別会計補正予算（第
2号）について

歳入歳出それぞれに6万8千円を追加、
予算総額を2億3,948万8千円に
（人事院勧告に基づく条例の一部改正に伴う補正）

原案可決
賛（11）
否（0）

議　案
第６号

令和4年度長南町ガス事業会計
補正予算（第1号）について

収益的支出7億1,475万 5千円、
資本的支出2億4,000万 1千円に

原案可決
賛（11）
否（0）

発　議
第１号

議会の議員の議員報酬及び費用
弁償等に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

特別職の条例改正の内容に準じ、議会議員の期末
手当の年間支給月数を4.40月分とするもの

原案可決
賛（10）
否（1）和田

反対討論　特別職と同様に町民の感情にそぐわないので反対（和田）
　特別職と同様に、期末手当引き上げは町民の感情にそぐわないと思うので反対
します。
賛成討論　多様化する町民ニーズに対応するために必要（丸島）
　多様化する町民ニーズ等に対応し、幅広く適正な議員活動を展開するための正
当な条例改正であるため賛成します。

臨
時
議
会月例給及び期末手

当 等 を 引 き 上 げ

第２回
臨時議会

※議長は議事進行を行うため、採決に加わりません。
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令
和
４
年
第
４
回
定
例

議
会
は
、
12
月
７
日
に
招

集
さ
れ
、
13
日
ま
で
の
７

日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し

た
。

　
こ
の
議
会
で
は
、
町
長

か
ら
提
出
さ
れ
た
、
計
13

議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

前期基本計画の変更、
工事請負契約の　
変更契約などの
計13議案を審議

令和４年長南町議会第４回定例議会 議決結果
議案番号 件　名 内　容 議決の結果（※）

議　案
第１号

長南町職員の定年等に関する
条例の一部を改正する条例の
制定について

国家公務員の定年引上げに伴い、地方公務員の定
年も60歳から65歳まで、2年に1歳ずつ段階的に
引上げるため、条例の一部を改正するもの

原案可決
賛（11）
否（0）

議　案
第２号

地方公務員法の一部を改正す
る法律の施行に伴う関係条例
の整備に関する条例の制定に
ついて

地方公務員の定年引上げに伴い、関係する条例に
ついて一括して条例の一部を改正するもの

原案可決
賛（11）
否（0）

議　案
第３号

長南町議会議員及び長南町長
の選挙における選挙運動の公
費負担に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

公職選挙法施行令の一部を改正する政令の公布に
伴い、条例の一部を改正するもの

原案可決
賛（８）
否（3）板倉､ 加藤
　　 　和田

反対討論　諸物価高騰のなかで値上げは適切でない（和田）
　諸物価高騰のなかで町民は大変な思いをして家計をやりくりしています。１５
人立候補すると合計１２万６千円増額となり、少ないといえどもお金を使うべき
でないと考え、他に活用したほうが良いと思います。
賛成討論　物価変動等を踏まえた公営単価の改正（林）
　公職選挙法の一部改正が公布され、３年に一度の参議院通常選挙の年に基準額
の見直しを行っており、物価変動等を踏まえた公営単価の改正であることから、
賛成するものです。

議　案
第４号

長南町行政組織条例の一部を
改正する条例の制定について

行政運営が多様化・専門化する中で、行政組織を再編
し、行政事務の効率化を図るため、条例の一部を改正す
るもの

原案可決
賛（11）
否（0）

議　案
第５号

長南町印鑑条例の一部を改正
する条例の制定について

マイナンバーカードを利用することにより、コンビ
ニで印鑑証明書の取得を可能とするため、条例の一
部を改正するもの

原案可決
賛（11）
否（0）

議　案
第６号

長南町若者定住促進条例の一
部を改正する条例の制定につ
いて

若者定住事業において、三世代同居を加えること
で、更なる定住人口の増加や高齢者問題を解決する
一助とするため、条例の一部を改正するもの

原案可決
賛（11）
否（0）

議　案
第７号

長南町ガス供給条例の一部を改
正する条例の制定について

国の電気・ガス価格激変緩和対策事業費補助金制
度が設けられたことに伴い、条例の一部を改正す
るもの

原案可決
賛（11）
否（0）

議　案
第８号

長南町第5次総合計画における
前期基本計画を変更することに
ついて

最上位計画である総合計画において新たな事業を
追加するため、前期基本計画の変更を行うもの

原案可決
賛（11）
否（0）

≪次ページへ≫

全ての議案で
原 案 可 決 に

第４回
定例議会

※議長は議事進行を行うため、採決に加わりません。

定
例
議
会
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令和５年２月発行

議案番号 件　名 内　容 議決の結果（※）

議　案
第９号

工事請負契約の変更契約の締
結について

新庁舎建設工事における追加工事を実施するた
め、工事請負契約の変更契約を締結するもの
【追加工事額】2,448万1,600円

原案可決
賛（11）
否（0）

議　案
第10号

令和 4年度長南町一般会計補
正予算（第5号）について

歳入歳出それぞれに8,776万 9千円を追加、
予算総額を59億1,432万 1千円に
（農業者経営継続支援事業補助金 ほか） 原案可決

賛（11）
否（0）

賛成討論　６６基の空気清浄機は自主財源から出すべき（和田）
　補正財源の価格高騰重点支援地方交付金として国からきたものです。町の施設
に66基の空気清浄機657万 8千円の計上は、自主財源から支出すべきであっ
たと思いますが、予算は幅広い分野に活用されているので賛成します。

議　案
第11号

令和 4年度長南町笠森霊園事
業特別会計補正予算 (第 2号 )
について

歳入歳出それぞれに32万6千円を追加、
予算総額を7,033万6千円に
（笠森霊園事業における電気料の価格高騰に伴う
補正）

原案可決
賛（11）
否（0）

議　案
第12号

令和 4年度長南町農業集落排
水事業特別会計補正予算（第
3号）について

歳入歳出それぞれに630万1千円を追加、
予算総額を2億4,578万9千円に
（農業集落排水事業における電気料の価格高騰に
伴う補正）

原案可決
賛（11）
否（0）

議　案
第13号

損害賠償額の決定及び和解す
ることについて

町道大井葛田線を軽自動車で走行中、農業集落排
水マンホールの段差により、左前ホイールを破損
した事故に対し、損害賠償額の決定及び和解する
ことについて議決を求めるもの

原案可決
賛（11）
否（0）

定
例
議
会
・
臨
時
全
員
協
議
会

長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏

組
合
事
業
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て

　
標
記
事
業
の
理
解
を
深

め
る
た
め
、
４
事
業
（
環

境
衛
生
・
消
防
・
水
道
・

病
院
）
に
係
る
担
当
職
員

か
ら
、
各
事
業
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　
議
会
か
ら
は
次
の
と
お

り
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

旧
長
南
西
小
学
校
に
お
け

る
㈱
マ
イ
ナ
ビ
不
動
産
の

現
況
報
告
及
び
将
来
事
業

計
画
に
つ
い
て

　
標
記
報
告
及
び
計
画
に

つ
い
て
、
貸
付
期
間
の
更

新
に
あ
た
り
、
㈱
マ
イ
ナ

ビ
不
動
産
代
表
取
締
役
社

長
の
緒
方
賢
氏
、
地
域
創

生
推
進
部
部
長
の
竹
嶋
智

之
氏
か
ら
説
明
が
あ
り
、

議
会
か
ら
次
の
と
お
り
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

地
域
公
共
交
通
計
画（
案
）

に
つ
い
て

　

標
記
計
画
に
つ
い
て
、

町
企
画
政
策
課
か
ら
説
明

が
あ
り
、
今
後
の
課
題
に

対
し
て
、
議
会
か
ら
次
の

と
お
り
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

議
会
全
員

協

議

会

11
月
30
日

12
月
9
日

議会からの質疑・意見
▷�長生病院の医師不足が今後懸念される
が、医師の確保はできているのか
▷�最終処分場の建設をするにあたり、令和
元年度のような豪雨等の災害対策は考慮
されているのか

議会からの質疑・意見
▷�経営が悪化して赤字が続いた場合は今後、中途
撤退する可能性はあるのか
▷�施設利用の稼働平均が低くなっているが、
　ターゲティング（集客方法）の考えはあるのか
▷長南丼をメニューとしたらどうか

議会からの質疑・意見
▷�役場新庁舎に隣接する交通拠点機能整備の具体的な検討内容を教えてほ
しい
▷バス小型化についての要望がバス会社に対してできないか
▷巡回バス廃止に伴う代替案の考えはあるのか
▷レンタサイクル実現に向けての具体的な方法は

※議長は議事進行を行うため、採決に加わりません。
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ここが聞きたい！

一般質問は、質問者本人の原稿をそのまま掲載しています。
□印の質問は掲載された質問ですが、★印は紙面の都合により掲載していません。
詳しくは、議会ホームページの会議録をご覧ください。

定例会の２日目に一般質問が行われ、５人の議員が町政について質問しました。
件名について掲載いたします。
なお、一般質問は町政全般について、希望する議員が質問や提言を行うもので、制限時間は１人
につき１時間です。

５人の議員が一般質問を行う

町
政
を

　う

町
政
を

　う
問問

宮﨑 裕一　議員
　□ 帯状疱疹ワクチン接種費用の助成について
　□ 児童クラブの設備について
　□ 中学生の雨天時のスクールバス利用について
　□ 宿直者の対応について
　★ 職員の働き方改革について

和田 和夫　議員
　□ 子どもたちが学ぶ机を大きく
　□ 公共施設での洋式トイレの設置について
　□ 介護保険制度の今後について

丸島 なか　議員
　□ 教育現場に熱中症計、暑さ指数計の設置について
　□ オンライン交流について
　□ 通園バスの置き去り対策は
　□ 子宮頸がんの発症予防について
　□ 難聴者に補聴器購入の補助制度導入について

板倉 正勝　議員
　□ 附属機関の委員会の在り方は
　□ 町職員のこれからについて
　□ 施策としての直売所建設は反対

加藤 喜男　議員
　□ 本町の 10、20年後をどう想像するか
　□ 西部工業団地計画跡地の開発の進捗は
　□ 再任用職員等の勤務の範囲、評価は
　★ 新型コロナウイルス感染症の状況について
　★ 中央公民館の建設について
　★ 稲作農家への補助金について
　★ 不登校について

P10

P8

P9

P7

P6

一
般
質
問
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宮﨑裕一 議員

帯状疱疹ワクチン
接種費用の助成について

制度にのっとり事業を進める

帯
状
疱
疹
ワ
ク

チ
ン
の
予
防
接
種

費
用
の
助
成
に
つ
い
て
、

令
和
４
年
第
１
回
定
例
会

に
お
い
て
質
問
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
後
ど
の
様

に
進
ん
で
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。

１
日
当
た
り
40

名
の
児
童
が
放
課

後
か
ら
午
後
６
時
30
分
ま

で
利
用
し
て
い
ま
す
が
、

駐
車
場
が
非
常
に
暗
い
の

で
外
灯
設
置
に
つ
い
て
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

業
務
委
託
に
よ

る
宿
直
業
務
で
あ

り
ま
す
が
、
宿
直
担
当
者

に
よ
っ
て
対
応
が
違
う
と

町
民
か
ら
の
声
が
あ
り
ま

す
。マ

ニ
ュ
ア
ル
や
ル
ー
ル

は
作
成
さ
れ
て
い
る
の
か

伺
い
ま
す
。

保
護
者
の
方

は
、
雨
天
時
の
自

転
車
で
の
通
学
に
つ
い

て
、
車
の
交
通
量
も
多
く

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

交
通
事
故
な
ど
を
大
変
危

惧
し
て
お
り
ま
す
。

中
学
生
の
雨
天
時
に
お

け
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問

問

問

問

国
の
審
議
会
に
お
い

て
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

の
定
期
予
防
接
種
化
に
向

け
て
議
論
が
行
わ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

町
と
し
て
は
、
現
在
の

と
こ
ろ
助
成
す
る
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
引
続
き

国
の
動
向
を
注
視
す
る
中

で
、
定
期
予
防
接
種
化
に

国
が
動
く
よ
う
で
あ
れ

児
童
ク
ラ
ブ
の
園
庭

は
、
特
に
今
の
季
節
は
日

が
暮
れ
る
の
が
早
く
、
園

庭
が
暗
い
こ
と
で
迎
え
に

来
た
保
護
者
な
ど
が
怪
我

や
事
故
に
遭
う
危
険
性
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
外
灯
に

つ
い
て
早
急
に
設
置
す
る

よ
う
対
応
し
て
い
き
ま

す
。

雨
天
時
等
の
突
発
的
な

対
応
に
つ
い
て
は
、
乗
合

い
バ
ス
で
は
な
い
の
で
、

現
在
の
と
こ
ろ
対
応
で
き

な
い
状
況
で
す
。

し
か
し
、
特
段
の
理
由

や
特
定
の
期
間
、
あ
る
い

は
通
年
の
利
用
が
必
要
な

中
学
生
に
つ
い
て
は
、
相

談
に
応
じ
た
い
と
思
い
ま

日
直
業
務
を
委
託
し
始

め
た
の
は
、
平
成
27
年
７

月
か
ら
で
す
。

業
務
を
委
託
す
る
に
当

た
り
、
宿
直
業
務
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
て
お
り
、

町
民
か
ら
連
絡
な
ど
あ
っ

た
場
合
に
は
、
役
場
職
員

に
連
絡
す
る
体
制
を
整
え

て
い
ま
す
。

総
務
課
長

総
務
課
長

健
康
保
険
課
長

健
康
保
険
課
長

福
祉
課
長

福
祉
課
長

児
童
ク
ラ
ブ
の
設
備

に
つ
い
て

宿
直
者
の
対
応
に
つ

い
て

中
学
生
の
雨
天
時
の

ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用

に
つ
い
て

早
急
に
設
置
す
る
よ

う
に
対
応
す
る

現
在
で
は
対
応
で
き

な
い
状
況

役
場
職
員
に
連
絡
す
る

体
制
を
整
え
て
い
る

ば
、
制
度
に
の
っ
と
り
速

や
か
に
事
業
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

学
校
教
育
課
主
幹

学
校
教
育
課
主
幹

す
。ま

た
、
今
後
は
児
童
・

生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
座
席
の

空
席
が
増
え
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
将

来
的
に
は
中
学
生
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
利
用
の
可
能

性
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

▶
通
学
に
使
用
し
て
い
る

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
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福
祉
課
長

福
祉
課
長

ケ
ガ
な
ど
を
し

て
い
る
場
合
や
、

足
腰
の
悪
い
お
年
寄
り
に

は
様
式
ト
イ
レ
が
必
要
で

す
。災

害
時
の
避
難
者
を
受

け
入
れ
る
こ
と
も
念
頭
に

置
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。公

民
館
や
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
に
洋
式
ト
イ

レ
は
な
い
の
で
、
設
置
す

る
こ
と
を
検
討
し
た
ら
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

介
護
保
険
制
度

の
利
用
料
の
原
則

２
割
負
担
や
要
介
護
１
・

２
の
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス

は
、
市
町
村
が
運
営
し
て

い
る
総
合
事
業
に
移
行
す

る
こ
と
や
、
保
険
料
を
納

め
る
年
齢
を
引
き
下
げ
る

な
ど
の
検
討
が
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
伺
い
ま

す
。

総
務
課
長

総
務
課
長

介
護
保
険
制
度
の
今

後
に
つ
い
て

公
共
施
設
で
の
洋
式

ト
イ
レ
の
設
置
に
つ

い
て

国
の
動
向
を
注
視
し

て
い
く

学
校
教
育
課
主
幹

学
校
教
育
課
主
幹

全
て
の
公
共
施
設
に

洋
式
ト
イ
レ
は
設
置

済
み

加藤喜男

子どもたちが学ぶ机を大きく
机を大きくしてほしい要望は出ていない

先
日
、
子
ど
も

た
ち
の
授
業
を
見

る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
置
く
と
、

教
科
書
は
半
分
く
ら
い
、

は
み
出
し
て
今
に
も
落
ち

そ
う
で
し
た
。
タ
ブ
レ
ッ

ト
や
地
図
な
ど
の
教
科
書

類
、
筆
入
れ
や
ノ
ー
ト
を

置
く
に
は
狭
す
ぎ
ま
す
。

館
山
市
の
北
条
小
学
校

は
、
大
き
な
机
を
取
り
入

れ
て
同
時
に
広
げ
ら
れ
る

と
喜
ば
れ
て
い
る
の
で
、

大
き
な
机
に
し
た
ら
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

問

問

問

本
年
度
、
小
学
校
の
机

は
新
し
く
購
入
し
ま
し

た
。

洋
式
ト
イ
レ
は
、
高
齢

者
や
介
護
が
必
要
に
な
っ

た
方
、
ケ
ガ
を
さ
れ
て
い

る
方
に
と
っ
て
は
と
て
も

利
便
性
が
高
い
と
思
っ
て

介
護
保
険
制
度
の
見
直

し
は
、
社
会
保
障
審
議
会

介
護
保
険
部
会
に
お
い

て
、
制
度
に
関
す
る
課
題

や
対
応
策
に
つ
い
て
議
論

さ
れ
て
お
り
、
町
と
し
て

は
そ
の
結
果
や
、
国
の
動

向
を
注
視
し
、
適
正
な
介

護
保
険
制
度
の
運
営
に
努

め
ま
す
。

議員和田和夫

ま
た
、
児
童
・
生
徒
及

び
教
職
員
か
ら
机
を
大
き

く
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

特
に
小
学
校
で
は
、
掃

除
の
時
の
机
の
移
動
が
大

変
に
な
る
な
ど
の
不
都
合

の
点
が
出
て
し
ま
い
ま

す
。タ

ブ
レ
ッ
ト
の
使
用
、

教
科
書
が
大
判
と
な
っ
た

こ
と
な
ど
か
ら
、
机
の
補

助
具
が
開
発
さ
れ
て
い
る

よ
う
な
の
で
、
情
報
を
収

集
し
て
い
き
ま
す
。

い
ま
す
。

障
害
者
用
ト
イ
レ
を
含

む
と
全
て
の
公
共
施
設
に

洋
式
ト
イ
レ
は
設
置
し
て

い
ま
す
。

農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
は
、
障
害
者
用
ト

イ
レ
が
洋
式
ト
イ
レ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

▶
現
在
の
小
学
校
の
机

▶�

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

の
洋
式
ト
イ
レ
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教育現場に熱中症計、
暑さ指数計の設置について

順次整備を進めます

環
境
省
で
は
、

令
和
４
年
４
月
か

ら
暑
さ
指
数（
熱
中
症
予

防
を
目
的
と
し
た
暑
さ
の

指
標
）の
情
報
を
提
供
し

て
い
ま
す
。暑
さ
指
数
の

確
認
が
事
故
を
未
然
に
防

ぐ
一
つ
の
手
段
だ
と
考
え

ま
す
。

小・
中
学
校
及
び
保
育

所
、学
童
保
育
の
建
屋
等
に

暑
さ
指
数
計
は
配
備
さ
れ

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

現
在
、
中
学
校

の
海
外
交
流
研
修

授
業
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
為

に
見
送
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
が
あ
る

の
で
、
そ
の
特
性
を
活
か

し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
機
能

を
使
っ
た
交
流
授
業
を
行

う
考
え
を
伺
い
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
の

発
症
予
防
を
目
的

と
し
た
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
勧
奨
が
、
令
和
４

年
４
月
よ
り
約
９
年
ぶ
り

に
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

定
期
接
種
対
象
者
の
人

数
、キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ（
従

来
の
定
期
接
種
の
対
象
年

齢
を
超
え
て
行
う
接
種
）

対
象
者
へ
の
周
知
は
い

つ
、
ど
の
よ
う
に
行
っ
た

の
か
、
接
種
回
数
も
あ
わ

せ
て
伺
い
ま
す
。

難
聴
は
本
人
も

気
づ
き
に
く
く
、

会
話
が
成
立
し
な
い
こ
と

で
自
閉
的
に
な
り
、
認
知

症
や
う
つ
病
の
原
因
に
な

る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。難

聴
者
へ
補
聴
器
購
入

に
対
す
る
補
助
制
度
の
導

入
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

政
府
は
来
年
４

月
か
ら
小
学
校
・

幼
稚
園
や
保
育
所
な
ど
の

送
迎
バ
ス
で
車
内
に
子
供

が
置
き
去
り
を
防
ぐ
為
の

緊
急
対
策
を
策
定
し
て
い

ま
す
。

町
で
は
送
迎
バ
ス
に
安

全
装
置
の
設
置
の
義
務
づ

け
・
安
全
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
す
る
の
か
対
応

を
伺
い
ま
す
。

問

問

問

問

問

オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
に

つ
い
て

子
宮
頸
が
ん
の
発
症

予
防
に
つ
い
て

通
園
バ
ス
の
置
き
去

り
対
策
は

難
聴
者
に
補
聴
器
購

入
の
補
助
制
度
導
入

に
つ
い
て

一
部
対
象
と
し
て
助

成
制
度
を
導
入

長
南
集
学
校
の
外
国

人
ス
タ
ッ
フ
と
交
流

対
象
者
全
員
に
接
種

勧
奨
の
通
知

対
策
強
化
に
注
視

健
康
保
険
課
長

健
康
保
険
課
長

福
祉
課
長

福
祉
課
長

福
祉
課
長

福
祉
課
長

福
祉
課
長

福
祉
課
長

学
校
教
育
課
主
幹

学
校
教
育
課
主
幹

学
校
教
育
課
主
幹

学
校
教
育
課
主
幹

保
育
所・
児
童
ク
ラ
ブ

と
も
設
置
し
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
、整
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。児
童
ク
ラ
ブ
に
つ

き
ま
し
て
は
、小
学
校
と
同

様
の
も
の
を
設
置
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

国
に
お
い
て
も
「
こ
ど

も
の
バ
ス
送
迎
・
安
全
徹

底
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
が
策
定

さ
れ
る
と
と
も
に
、
安
全

装
置
の
義
務
化
な
ど
、
事

故
防
止
へ
の
対
策
や
制
度

化
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
本
町
に
お
い
て
も

対
策
強
化
に
つ
い
て
注
視

し
て
い
き
ま
す
。

18
歳
未
満
の
軽
度
、
中

程
度
の
難
聴
児
に
つ
い
て

は
、
助
成
制
度
を
導
入
し

ま
す
。

小
・
中
学
校
に
は
一
つ

ず
つ
設
置
し
て
あ
り
ま
す

が
、
更
に
今
年
度
２
つ
設

置
す
る
予
定
で
す
。

小
学
校
で
は
、
長
南
集

学
校
の
外
国
人
ス
タ
ッ
フ

と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
を

行
っ
て
い
ま
す
。

中
学
校
は
、
今
後
検
討

定
期
接
種
対
象
の
小
学

校
６
年
生
か
ら
高
校
１
年

生
相
当
ま
で
の
女
子
96

人
、
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
対

象
の
平
成
９
年
度
か
ら
平

成
17
年
度
生
ま
れ
の
女
性

１
７
９
人
に
対
し
、
令
和

４
年
４
月
に
対
象
者
全
員

議員丸島なか

し
ま
す
。

に
通
知
し
ま
し
た
。

10
月
末
ま
で
の
接
種
回

数
は
、
定
期
接
種
対
象
者

は
21
回
、
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ

プ
対
象
者
で
は
15
回
で

す
。
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加藤喜男

附属機関の委員会の在り方は
委員会組織が機能するような運営を

現
在
あ
る
39
の

委
員
会
の
う
ち
、

年
１
回
し
か
開
催
し
な
い

な
ど
の
機
能
し
て
い
な
い

委
員
会
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
条
例
整
備
や
委
員
の

選
出
方
法
等
を
含
め
た
現

状
に
即
し
た
委
員
会
運
営

が
必
要
で
す
。

ま
た
、「
町
長
は
本
来

委
員
会
に
出
ず
、
答
申
作

成
時
は
副
町
長
が
出
席
」

こ
れ
が
本
来
の
委
員
会
の

在
り
方
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
町
側
で
も
、
委
員
会

を
も
う
少
し
重
視
し
た
運

営
に
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
考
え
を

伺
い
ま
す
。

職
員
の
町
内
外

在
住
の
割
合
か
ら

み
る
現
体
制
で
の
災
害
時

に
即
時
対
応
可
能
な
職
員

の
少
な
さ
が
問
題
で
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
今
後

の
職
員
用
住
宅
建
設
に
つ

い
て
考
え
を
伺
い
ま
す
。

副
町
長
の
町
発

展
の
考
え
で
あ
る

利
便
性
の
向
上
と
し
て

は
、
高
齢
者
の
買
い
物
難

民
は
移
動
ス
ー
パ
ー
等
で

減
少
し
つ
つ
あ
り
、
直
売

所
の
利
用
に
繋
が
り
に
く

い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
。

問

問

問

各
種
委
員
会
は
、
条
例

等
を
根
拠
に
そ
れ
ぞ
れ
の

目
的
を
達
成
す
る
た
め
に

設
置
さ
れ
た
組
織
で
す
。

社
会
経
済
環
境
の
変
化
に

よ
り
附
属
機
関
も
時
代
に

即
応
し
た
見
直
し
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
が
、
委
員

会
組
織
が
機
能
す
る
よ
う

な
運
営
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

な
お
、
私
か
ら
の
諮
問

に
対
し
、
議
論
を
交
わ
す

場
へ
の
私
の
出
席
に
つ
い

て
は
、
見
合
わ
せ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
を
取
り
壊
し

て
分
譲
し
、
職
員
用
住
宅

を
建
設
し
て
は
ど
う
か
に

つ
い
て
は
、
町
の
財
政
負

担
も
大
き
い
の
で
、
住
宅

整
備
は
民
間
に
お
願
い
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

職
員
の
町
内
外
の
割
合

は
町
内
が
約
30
％
、
町
外

が
約
70
％
で
あ
り
、
発
災

時
は
ま
ず
は
町
内
在
住
の

職
員
で
対
応
す
る
し
か
な

町
政
運
営
の
基
本
的
な

指
針
の
第
５
次
総
合
計
画

を
ベ
ー
ス
と
し
、
生
活
の

利
便
性
の
向
上
施
策
と
し

て
農
産
物
直
売
所
や
複
合

施
設
の
検
討
・
開
発
、
企

業
誘
致
の
可
能
性
も
考
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

議員板倉正勝

副
　
町
　
長

副
　
町
　
長

町
　
長

町
　
長

町
　
長

町
　
長

総
務
課
長

総
務
課
長

町
職
員
の
こ
れ
か
ら

に
つ
い
て

施
策
と
し
て
の
直
売

所
建
設
は
反
対

災
害
時
の
対
応
は
今

後
検
討
し
て
い
く

町
長
と
相
談
し
な
が

ら
進
め
た
い

ま
た
、
旧
幼
稚
園
跡
地

等
を
無
償
貸
付
で
は
な
く

分
譲
地
に
し
、
職
員
専
用

分
譲
地
の
造
成
を
進
め
、

公
共
用
地
を
更
地
や
分
譲

地
化
の
検
討
を
進
め
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

職
員
の
町
内
在
住
割
合

の
増
加
は
、
人
口
減
少
の

歯
止
め
の
一
歩
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。さ

ら
に
、
長
南
町
出
身

職
員
に
町
外
に
出
た
理
由

や
町
の
欠
点
を
聞
き
、
よ

り
よ
い
町
づ
く
り
を
目
指

す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
足

す
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

若
手
職
員
で
町
外
に
出

た
職
員
に
声
を
か
け
、
協

議
の
で
き
る
場
を
設
け
て

い
け
る
よ
う
に
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

ま
た
、
４
０
９
号
線
の

イ
ン
タ
ー
周
辺
や
広
域
農

道
付
近
以
外
の
開
発
や
複

合
施
設
に
関
し
て
は
、
米

満
周
辺
へ
造
成
し
、
周
り

が
遊
休
地
で
も
来
客
を
見

込
め
る
よ
う
な
検
討
を
第

５
次
総
合
計
画
で
作
り
、

幅
広
く
や
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
が
、
考

え
を
伺
い
ま
す
。
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西
部
工
業
団
地
計
画
跡

地
の
開
発
の
進
捗
は

再
任
用
職
員
等
の
勤

務
の
範
囲
、
評
価
は

職
員
と
同
じ
よ
う
に

人
事
評
価
を
導
入
し

て
い
る

進
展
し
て
い
な
い

町
　
長

町
　
長

町
　
長

町
　
長

財
政
課
長

財
政
課
長

加藤喜男 議員

本町の 10、20 年後を
どう想像するか

様々な課題に積極的に取り組む

私
の
想
像
で

は
、
一
般
の
稲
作

農
家
は
急
激
に
減
少
し
、

営
農
組
合
で
さ
え
も
後
継

者
不
足
が
心
配
さ
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
土
地
改
良

が
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
も
、

私
の
住
む
山
間
部
で
は
耕

作
が
放
棄
さ
れ
、
イ
ノ
シ

シ
の
住
み
か
に
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

町
長
は
、
10
年
、
20
年

後
の
本
町
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
と
想
像
し
て

い
る
か
お
聞
き
し
ま
す
。。

外
国
資
本
に
よ

る
循
環
型
農
業
と

い
う
こ
と
で
、
住
民
説
明

災
害
時
に
再
任

用
職
員
等
を
活
用

で
き
る
の
か
。
ま
た
、
再

任
用
職
員
等
の
査
定
・
評

価
は
行
わ
れ
て
い
る
の
か

お
聞
き
し
ま
す
。

問

問

問

こ
の
ま
ま
で
推
移
す
る

と
議
員
が
想
像
し
て
い
る

よ
う
な
町
に
な
っ
て
い
く

の
で
は
と
思
い
ま
す
。

西
部
工
業
団
地
計
画
跡

地
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

こ
の
土
地
を
県
か
ら
譲
渡

を
受
け
た
際
の
経
緯
も
あ

り
ま
す
の
で
、
譲
渡
を
受

け
る
際
に
策
定
し
た
計
画

書
と
近
い
内
容
で
あ
る
循

環
型
農
業
の
事
業
提
案
に

興
味
を
持
っ
て
、
当
該
事

業
者
へ
の
貸
付
け
に
つ
い

再
任
用
職
員
は
、
災
害

時
に
は
対
応
で
き
る
職
員

と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
再
任
用
職
員
、

会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ

い
て
も
職
員
と
同
じ
よ
う

に
人
事
評
価
制
度
を
導
入

し
て
い
ま
す
。

20
年
後
に
は
、
人
口
は

半
分
に
な
り
、
こ
の
こ
と

に
よ
る
弊
害
と
い
う
の
は

結
構
大
き
く
、
想
像
を
絶

す
る
ぐ
ら
い
の
町
に
な
っ

て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
り
ま

す
。そ

う
な
ら
な
い
よ
う
、

産
業
の
振
興
、
教
育
・
福

祉
の
充
実
、
そ
し
て
社
会

基
盤
の
整
備
な
ど
、
急
激

な
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
に
伴
う
様
々
な
課
題
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

何
よ
り
も
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
行
政
運
営
を
着
実

に
行
っ
て
い
く
こ
と
が
、

10
年
後
、
20
年
後
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
の
思
い

で
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

西
部
工
業
団
地
計
画
跡

地
の
循
環
型
農
業
の
事
業

提
案
に
つ
い
て
は
、
提
案

企
業
が
事
業
実
施
に
当

た
っ
て
の
資
金
調
達
が
進

ん
で
い
な
い
た
め
、
進
展

が
な
い
状
況
で
す
。

会
か
ら
3
年
過
ぎ
ま
し

た
。自

然
消
滅
な
の
か
、
こ

の
計
画
が
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

て
、
今
ま
で
検
討
し
て
き

て
い
ま
す
。

先
ほ
ど
、
課
長
か
ら
答

弁
の
あ
っ
た
よ
う
に
、
海

外
か
ら
の
資
金
調
達
が
困

難
な
状
況
に
あ
る
と
い
う

こ
と
か
ら
、
現
在
は
結
論

を
先
送
り
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
一
方
で
、
他
に

良
い
事
業
提
案
が
あ
れ
ば

同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
上
げ
て

検
討
し
て
く
と
い
う
こ
と

も
以
前
か
ら
申
し
上
げ
て

い
る
と
お
り
で
す
。

以
前
の
議
会
で
、
モ
ー

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
活
用
で
の

提
案
を
し
て
く
れ
た
議
員

が
い
ま
し
た
が
、
正
式
に

企
業
か
ら
具
体
的
な
提
案

が
あ
れ
ば
、
検
討
し
て
い

き
ま
す
と
い
う
答
弁
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
何
の
話
も
あ
り

ま
せ
ん
が
、
新
た
な
提
案

が
な
い
限
り
、
こ
の
事
業

提
案
に
つ
い
て
は
待
つ
し

か
な
い
の
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

総
務
課
長

総
務
課
長
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▲電子黒板を用いた授業の様子

○
目　

的

　
長
南
小
・
中
学
校
の
授
業
参

観
と
施
設
の
視
察
を
実
施
す

る
。
ま
た
、
教
員
と
課
題
・
問

題
等
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を

行
い
、
教
育
現
場
へ
の
理
解
を

深
め
て
、
よ
り
一
層
教
育
環
境

の
充
実
を
図
る
。

○
視
察
方
法

・�
視
察
に
あ
た
り
、
入
校
時
の

検
温
や
手
指
の
消
毒
等
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
を
十
分
行
い
、
授
業
参

観
を
実
施
す
る
。
な
お
、
授

業
参
観
は
二
班
編
成
で
実
施

し
、
各
教
室
10
分
程
度
と
す

る
。

・�

授
業
参
観
終
了
後
、
委
員
と

校
長
及
び
教
頭
等
に
よ
る
意

見
交
換
会
を
実
施
す
る
。

○
視
察
の
概
要

　
児
童
・
生
徒
、
一
人
一
人
の

個
性
に
合
わ
せ
た
教
育
を
実
現

す
る
国
の
ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
構
想

に
よ
り
、
全
て
の
児
童
と
生
徒

に
学
習
用
端
末
（
タ
ブ
レ
ッ
ト

や
パ
ソ
コ
ン
・
但
し
長
南
小
学

校
は
開
校
時
に
整
備
済
）
が
整

備
さ
れ
て
お
り
、
小
学
校
高
学

年
以
上
に
な
る
と
積
極
的
に
イ

教 育 民 生
常任委員会【参加者】加藤喜男委員長　和田和夫副委員長

　　　　　松崎剛忠委員　河野康二郎委員　岩瀬康陽委員

長南小・中学校視察委員長報告
研修日：令和 4 年 11 月 29 日

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
、

授
業
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
ま

た
、
全
て
の
教
室
に
電
子
黒
板

が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
教
員
が

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
等
を
電
子
黒

板
に
拡
大
表
示
し
た
り
、
強
調

し
た
い
ポ
イ
ン
ト
を
色
付
き

マ
ー
カ
ー
で
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り

し
て
、
児
童
・
生
徒
の
学
習
意

欲
を
高
め
て
い
た
。

　
そ
し
て
、こ
の
電
子
黒
板
を
、

児
童
・
生
徒
も
操
作
し
、
自
分

た
ち
が
作
成
し
た
資
料
・
答
え

等
を
映
し
出
し
て
発
表
も
行

い
、
双
方
向
の
活
発
な
授
業
に

取
り
組
ん
で
い
た
。

　
な
お
、
国
が
推
進
す
る
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
積
極

的
・
能
動
的
な
授
業
・
学
習
）

も
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い

た
。

○
意
見
交
換
会
の
主
な
概
要

・�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
効
果
課
題
は

　

電
子
黒
板
等
の
導
入
に
よ

り
、
授
業
の
準
備
時
間
の
省
力

化
が
図
ら
れ
て
、
教
員
の
働
き

方
改
革
に
繋
が
っ
て
い
る
。
ま

た
、
５
年
生
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
学
習
で
は
、
授
業
の
質
を
高

め
る
た
め
、
長
南
集
学
校
か
ら

専
門
家
の
派
遣
を
受
け
て
い

る
。

・�

い
じ
め
の
現
状
と
対
応
は

　

小
学
校
は
、
児
童
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い
、
教
員
と
話
し

合
い
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、

中
学
校
の
、
い
じ
め
は
認
知
し

て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

・�

不
登
校
の
対
応
は

　
該
当
す
る
家
庭
は
、
町
の
見

守
り
強
化
事
業
に
よ
り
、
家
庭

訪
問
を
実
施
し
て
指
導
を
行
っ

て
い
る
。

○
考　

察

・�

小
中
学
校
と
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
の
環
境
は
整
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
が
、
児
童
・
生
徒

の
パ
ソ
コ
ン
等
の
活
用
に
個

人
差
が
観
ら
れ
る
の
で
、
学

習
支
援
員
等
の
増
員
が
必
要

と
考
え
る
。
特
に
、
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
学
習
に
お
い
て

は
、
一
層
の
充
実
が
必
要
で

あ
る
。

・�

小
中
学
校
と
も
、
国
が
上
限

と
す
る
残
業
時
間
を
超
え
て

い
る
月
も
あ
る
。
ま
た
、
有

給
休
暇
の
消
化
日
数
も
少
な

い
の
で
、
町
と
し
て
更
に
働

き
方
改
革
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。

用
語
解
説

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

パ
ソ
コ
ン
や
電
子
黒
板
等

の
導
入
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
介
し
た
学
習
支
援
ツ
ー
ル

の
活
用
な
ど
を
行
う
教
育
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石石い
し
い

い
し
い井井　　

純純じ
ゅ
ん
こ

じ
ゅ
ん
こ子子  

さ
ん
さ
ん

大大お
お
も
り

お
お
も
り森森　　

佑佑ゆ

み

ゆ

み美美  

さ
ん
さ
ん 若い力

ちょうなんの

こ
れ
か
ら
も
、
ず
っ
と

こ
れ
か
ら
も
、
ず
っ
と

ス
テ
キ
な
町
、
長
南
町

ス
テ
キ
な
町
、
長
南
町

私
は
、
長
南
町
に
生
ま

れ
育
ち
、
現
在
も
小
学
４

年
生
の
娘
と
一
緒
に
暮
ら

し
て
い
ま
す
。
私
が
小
さ

い
頃
は
花
火
大
会
や
ホ
タ

ル
観
賞
な
ど
が
楽
し
み
に

し
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
で
、

特
に
花
火
大
会
は
、
大
迫

力
な
花
火
を
間
近
で
見
れ

る
の
で
、
と
て
も
感
動
し

ま
す
。
近
年
で
は
イ
ベ
ン

ト
の
中
止
が
続
い
て
い
ま

す
が
、
早
く
復
活
し
て
ほ

生
ま
れ
も
育
ち
も
嫁
ぎ

先
も
長
南
町
の
私
。
住
み

慣
れ
た
場
所
だ
か
ら
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
自
然
が

豊
か
で
都
市
部
へ
の
ア
ク

セ
ス
も
良
好
。
最
近
で
は

カ
フ
ェ
も
増
え
て
ゆ
っ
た

り
と
過
ご
す
に
は
最
適
な

場
所
で
す
。

子
育
て
世
代
に
と
っ
て

は
、
町
か
ら
た
く
さ
ん
の

支
援
が
受
け
ら
れ
る
こ
と

が
魅
力
で
す
。
保
健
師
さ

ん
に
気
軽
に
相
談
で
き
る

し
い
と
願
っ
て
お
り
ま

す
。
娘
と
一
緒
に
参
加
し

て
楽
し
み
た
い
で
す
。

ま
た
、
長
南
町
は
子
育

て
・
介
護
・
地
域
な
ど
に

手
厚
い
支
援
が
い
っ
ぱ
い

あ
り
、
感
謝
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
ス
テ

キ
な
長
南
町
で
子
育
て
し

な
が
ら
、
楽
し
く
暮
ら
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

子
育
て
交
流
の
場
、
医
療

費
の
全
額
補
助
、
給
食
費

の
無
償
化
、
学
校
で
の
教

材
費
補
助
な
ど
…
こ
こ
ま

で
子
育
て
世
代
に
、
そ
し

て
子
供
た
ち
に
尽
く
し
て

く
れ
る
町
は
多
く
あ
り
ま

せ
ん
。

も
っ
と
多
く
の
方
に
長

南
町
の
魅
力
を
伝
え
、
こ

れ
か
ら
も
ず
っ
と
住
み
た

い
町
に
な
っ
て
ほ
し
い
で

す
。

新しい議場で議会を
傍聴してみませんか？
めんどうな手続きはありま
せん。１人でも団体でも傍
聴できますので、ぜひお越
しください。
　新型コロナウイルス感染
症拡大防止のため、人数制
限する場合があります。

次回の定例議会は、
3月6日㈪から
開会の予定です。

編
集
後
記
が
委
員
の
持
ち

回
り
で
２
廻
目
に
な
り
、
前

回
か
ら
１
年
３
か
月
ほ
ど
経

ち
ま
し
た
。
そ
の
間
に
ウ
ク

ラ
イ
ナ
・
ロ
シ
ア
戦
争
も
始

ま
り
、
コ
ロ
ナ
は
第
５
波
か

ら
第
8
波
に
な
っ
て
い
ま
す
。

前
回
に
書
い
た
タ
イ
ム
ラ

グ
の
な
い
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

の
配
信
準
備
は
進
ん
で
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

答
え
の
一
部
が
、
こ
の
議

会
報
の
記
事
の
中
に
も
あ
り

ま
す
。
…
補
正
予
算
で
新
庁

舎
の
追
加
工
事
費
も
可
決
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
新
庁
舎
は

１
月
末
に
完
成
し
、
議
場
の

機
器
の
テ
ス
ト
も
行
わ
れ
ま

す
。
町
の
未
来
図
（
第
５
次

総
合
計
画
）
の
一
部
変
更
も

議
案
と
し
て
載
っ
て
い
ま
す
。

議
会
報
に
は
、
そ
ん
な
こ

と
も
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
ぜ
ひ
、
ご
拝
読
く
だ
さ
い
」

�

（
森
川
剛
典
）

編
集
の
あ
と
で

議
長
・
議
員
が
出
席
ま
た
は
参
加
し
た
主
な
行
事

【
11
月
】

　
2
日　
千
葉
県
戦
没
者
追
悼
式 （
松
野
議
長
）

　
8
日　
千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
定
例
会（
和
田
議
員
）

　
　
　
　
自
由
民
主
党
幹
部
と
の
懇
談
会
（
松
野
議
長
）

　
9
日　
第
66
回
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
（
松
野
議
長
）

　
11
日　
地
方
議
会
三
団
体
全
国
大
会
（
松
野
議
長
）

　
19
日　
茂
原
市
制
施
行
70
周
年
記
念
式
典
（
松
野
議
長
）

　
22
日　
千
葉
県
町
村
議
会
議
長
会
定
例
会 （
松
野
議
長
）

　
25
日　
長
生
広
域
市
町
村
圏
組
合
定
例
会 （
松
野
議
長
・
御
園
生
議
員
）

　
28
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
29
日　
教
育
民
生
常
任
委
員
会
長
南
小
・
中
学
校
視
察

　
30
日　
第
２
回
臨
時
議
会

　
　
　
　
議
会
全
員
協
議
会

【
12
月
】

　
7
日　
第
４
回
定
例
会
（
～
13
日
）

　
　
　
　
各
常
任
委
員
会

　
９
日　
議
会
全
員
協
議
会

【
1
月
】

　
5
日　
千
葉
県
知
事
へ
の
年
頭
挨
拶 （
松
野
議
長
）

　
6
日　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
16
日　
千
葉
県
都
市
計
画
審
議
会
（
松
野
議
長
）

　
23
日　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
24
日　
千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
定
例
会 （
和
田
議
員
）

　
28
日　
大
網
白
里
市
制
10
周
年
記
念
式
典
（
松
野
議
長
）


